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【
底
本
】 

名
称
：
本
『
須
坂
町
公
園
設
計
案
』 

著
者
：
多
静
六
・
池
邊
武
人
著 

刊
行
：
大
正
十
五
年
五
月
須
坂
町
役
場
発
行 

項
数
：
二
十
五
項 

所
蔵
：
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
森
林
風
致
計
画
学
研
究
室
。 

 【
作
業
方
針
】 

見
出
し
と
全
文
を
作
成
し
た
。
原
本
に
は
図
面
を
含
む
が
、
本
稿
に
は
図
面
を
掲
載
し
な
い
。

見
出
し
は
全
文
か
ら
抽
出
し
た
。
書
字
方
向
は
、
原
文
の
と
お
り
縦
書
き
と
し
た
。
一
行
あ
た
り

の
文
字
数
は
、
本
稿
の
様
式
に
適
合
さ
せ
改
変
し
た
。
字
体
は
、
現
代
の
常
用
漢
字
体
に
統
一
し

た
。
踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
に
組
み
直
し
た
。
現
代
的
な
読
み
易
さ
を
加
味
の
上
、
語
尾

を
簡
素
な
表
現
に
改
め
る
こ
と
、
長
文
に
句
読
点
を
付
加
す
る
こ
と
、
な
ど
修
正
を
施
し
た
。
明

ら
か
な
誤
植
は
正
当
な
表
現
に
訂
正
し
た
。
な
お
、
難
読
な
漢
字
に
は
、
角
括
弧
［ 

］
を
附
し

て
読
み
仮
名
を
示
し
た
。
底
本
に
は
本
文
中
に
図
面
も
掲
載
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
現
代
語
訳

を
意
図
す
る
た
め
、
作
業
対
象
外
と
し
た
。 

 【
見
出
し
】 

緒
言 

本
論 

 

第
一
、
臥
龍
公
園 

 
 

其
一
、
公
園
の
区
域 

 
 

其
二
、
道
路 

 
 
 

（
イ
）
自
働
車
道
路 

 
 
 

（
ロ
）
廻
遊
道
路
と
歩
道 

 
 

其
三
、
各
区
の
特
徴
及
び
施
設 

 
 
 

（
イ
）
臥
龍
山
峯
通
り
の
老
松
の
あ
る
一
帯 

（
ロ
）
北
入
口
よ
り
臥
龍
山
西
側
中
腹
以
下
自
動
車
道
上
の
地
域 

（
ハ
）
北
入
口
よ
り
臥
龍
山
東
側
中
腹
の
温
泉
浴
場
上
の
一
帯 

（
二
）
ヌ
ス
ト
谷
よ
り
南
方
松
尾
神
社
下
部
の
平
坦
地 

（
ホ
）
ツ
ツ
ジ
区 

（
へ
）
ツ
ツ
ジ
区
の
中
腹
道
路
の
上
部
の
平
地 

（
ト
）
踏
場
道
と
龍
の
池
に
沿
う
下
り
道 

（
チ
）
観
音
山
の
西
北 

（
リ
）
ツ
ツ
ジ
区
の
下 

（
ヌ
）
観
音
山
西
側 

（
ル
）
田
園 

 
 

其
四
、
雑
、（
其
の
他
改
良
新
設
事
項
） 

（
資
料
） 

本
多
静
六
・
池
邊
武
人
著
『
須
坂
町
公
園
設
計
案
』（
大
正
十
五
年
五
月
須
坂
町
役
場
発
行
）
の
現
代
語
訳 
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roposed D
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n P
ark" in 1926 
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（
イ
）
四
阿 

（
ロ
）
便
所 

（
ハ
）
腰
掛 

（
二
）
喫
茶
店 

（
ホ
）
水
栓 

（
へ
）
照
明
施
設 

（
ト
）
寄
付
広
告
物
の
注
意 

（
チ
）
塵
籠 

（
リ
）
案
内
図 

（
ヌ
）
臥
龍
山
峯
通
り
の
改
良 

 
 
 

（
ル
）
観
音
堂
前
墓
地 

 

第
二
、
鎌
田
山
公
園 

 
 

其
一
、
道
路 

 
 

其
二
、
計
画
と
設
備 

 
 
 

（
イ
）
山
の
西
側 

（
ロ
）
左
側
、
町
か
ら
裏
手
の
松
林 

（
ハ
）
北
側
、
運
動
場
上 

（
二
）
パ
ノ
ラ
マ
台 

（
ホ
）
腰
掛 

（
へ
）
運
動
場
の
修
飾 

結
び 

 

【
全
文
】 

緒
言 須

坂
町
公
園
設
計
案
を
述
べ
る
に
先
っ
て
、
今
日
世
界
文
化
の
大
勢
は
如
何
に
あ
る
か
、
ま

た
何
故
に
公
園
の
必
要
な
る
か
に
就
て
聊
か
述
べ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

『
都
を
ば
と
霞
と
共
に
立
ち
し
か
ど
秋
風
ぞ
吹
く
白
河
の
關
』
と
歌
へ
し
如
く
昔
は
花
咲
く

春
に
京
都
を
出
発
し
て
旅
を
続
け
、
白
河
の
関
に
着
い
た
時
は
既
に
夏
も
過
ぎ
去
っ
て
居
た
と

云
う
こ
と
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
交
通
の
便
開
け
、
京
都
か
ら
白
河
ま
で
は
汽
車
で
一
畫
夜
も

か
か
ぬ
有
様
と
な
っ
た
。
ま
た
昔
は
伊
勢
参
宮
に
水
盃
て
立
っ
た
も
の
だ
が
、
今
日
で
は
世
界

を
一
周
す
る
に
も
漸
や
く
五
十
日
、
急
げ
ば
三
十
五
日
で
も
済
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
竟
畢

世
界
が
著
し
く
縮
小
さ
れ
た
形
で
あ
る
。
猶
又
飛
行
機
の
非
常
に
發
達
し
た
結
果
、
近
い
将
来

に
は
急
ぎ
の
人
は
皆
飛
行
機
に
乗
り
、
暇
な
人
の
み
が
汽
車
汽
船
に
乗
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。 一

方
無
線
電
話
の
普
及
は
世
界
中
の
出
来
事
が
信
州
の
山
中
の
炭
焼
小
屋
に
迄
も
直
ぐ
に
判

る
事
に
な
っ
た
。
随
っ
て
今
日
の
生
活
状
態
も
世
界
的
に
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
ー
の
娘
達

は
日
本
人
の
造
っ
た
絹
物
な
し
で
は
嫁
入
も
出
来
な
い
。
ま
た
吾
々
日
本
人
が
若
し
舶
來
も
の

を
毛
嫌
い
し
て
い
や
だ
と
云
う
な
ら
ば
、
今
着
て
居
る
も
の
を
全
部
脱
ぎ
捨
て
て
裸
に
な
る
外

は
な
い
。
要
す
る
に
今
日
は
知
識
も
物
質
も
互
に
長
く
採
り
短
を
補
い
有
無
相
通
じ
て
生
活
す

る
外
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
大
勢
に
逆
ら
え
ば
其
の
人
其
の
国
は
亡
び
て
行
く
の
で
あ

る
。
特
に
當
地
方
の
如
く
世
界
的
の
製
糸
業
の
盛
な
處
で
は
一
層
世
界
文
化
の
大
勢
に
通
ず
る

必
要
が
あ
る
。 

最
近
に
於
け
る
世
界
大
戦
の
結
果
は
世
界
の
文
化
に
一
大
革
命
を
来
た
し
、
文
明
国
人
の
考

え
に
一
時
期
を
画
し
た
。
即
ち
戦
前
は
資
産
、
社
会
的
名
声
、
位
階
等
に
重
き
を
置
い
た
も
の

が
、
戦
後
に
お
い
て
は
何
人
も
人
の
世
話
に
な
ら
ず
、
自
分
で
自
分
を
始
末
し
て
行
く
と
云
う

独
立
自
強
を
主
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
之
は
戦
争
に
よ
っ
て
二
千
万
余
の
死
傷
者
を
出
だ
し
、

働
き
得
る
者
は
全
部
戦
場
に
送
っ
た
為
獨
、
佛
、
伊
、
英
、
等
諸
國
は
老
幼
男
女
と
如
何
に
金
が

あ
っ
て
も
貴
婦
人
令
嬢
で
も
自
分
で
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
至
っ
た
。
殊
に
不
断
多
く
の
人

を
使
用
し
人
の
手
を
借
り
て
生
活
し
て
来
た
人
は
共
の
身
に
人
一
倍
の
苦
痛
を
受
け
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
て
か
か
る
因
難
な
場
合
に
遭
遇
し
て
も
よ
く
其
の
苦
み
に
耐
え
ん
と
す
る
に
は
平

常
か
ら
勤
労
の
習
慣
を
つ
け
て
置
く
必
要
を
感
じ
た
。
所
が
勤
労
に
は
是
非
共
健
康
が
必
要
で

あ
る
か
ら
、
其
の
必
然
の
結
果
と
し
て
健
康
第
一
主
義
と
な
っ
た
。
即
ち
学
問
よ
り
も
名
譽
よ

り
も
財
産
よ
り
も
各
人
の
身
体
を
丈
夫
に
す
る
と
云
う
こ
と
が
第
一
義
と
な
っ
た
。 

即
ち
今
日
世
界
文
化
の
大
勢
は
独
立
自
彊
、
延
い
て
健
康
第
一
主
義
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
こ
の
健
康
主
義
の
實
現
に
は
次
の
三
つ
の
方
法
を
要
す
る
。
曰
く(

一)

不
断
新
鮮
な
る

空
気
を
呼
吸
す
る
こ
と(

二)

十
分
日
光
に
浴
す
る
こ
と(

三)

新
鮮
な
食
物
を
甘
く
食
う
こ
と
、

こ
れ
で
あ
る
。
所
が
此
等
三
條
件
に
最
も
よ
く
叶
う
も
の
は
農
夫
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
に
町
に

住
す
る
人
々
は
皆
が
野
外
に
出
て
働
く
と
云
う
こ
と
は
行
わ
れ
な
い
故
、
市
中
の
人
は
先
ず
個
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人
の
所
有
す
る
庭
園
が
從
來
鑑
賞
本
位
で
あ
っ
た
も
の
を
、
実
用
的
分
子
の
多
く
加
味
さ
れ
た

生
活
本
位
の
も
と
に
進
め
た
。
即
ち
雨
天
の
外
は
部
屋
で
し
た
仕
事
を
庭
で
す
る
。
客
で
も
庭

で
接
す
る
と
云
う
こ
と
に
な
り
、
随
っ
て
庭
の
こ
と
を
戸
外
室
又
は
擴
張
せ
ら
れ
た
る
部
屋
と

称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
な
れ
ば
家
は
少
さ
く
と
も
庭
が
廣
け
れ
ば
済
み
ま
す
。

然
し
各
人
が
庭
を
有
つ
［
も
つ
］
こ
と
は
到
底
出
来
な
い
か
ら
、
共
同
の
戸
外
室
と
し
て
公
衆
の

為
め
に
公
共
団
体
又
は
政
府
の
施
設
し
た
庭
が
生
じ
た
。
之
が
即
ち
公
園
で
あ
る
。
公
園
も
近

年
著
し
く
発
達
し
最
近
で
は
公
園
ら
し
い
公
園
は
之
を
郊
外
に
求
め
て
森
林
公
園
又
は
天
然
公

園
と
す
る
傾
向
が
現
れ
て
来
た
。
そ
う
し
て
天
然
風
致
に
富
む
も
の
は
多
く
山
村
で
あ
っ
て
、

山
村
の
公
演
は
天
然
其
儘
で
も
よ
く
、
僅
か
に
楽
に
歩
け
る
道
を
造
り
、
楽
に
休
憩
で
き
る
設

備
を
す
る
丈
で
事
足
り
る
。
即
ち
山
主
は
普
通
に
林
業
を
行
う
こ
と
が
出
来
て
し
か
も
道
路
が

拓
け
る
の
で
反
っ
て
便
利
と
な
り
、
利
益
も
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
現
今
大
都
会
に
お
い
て
は

其
の
空
気
益
々
混
濁
し
、
其
の
生
活
は
愈
々
人
工
的
、
器
械
的
と
な
り
、
塵
埃
と
喧
騒
と
の
中
に

命
は
縮
め
ら
れ
て
病
弱
と
な
り
、
大
都
市
に
三
代
と
続
く
家
は
な
く
な
っ
て
、
遂
に
は
都
会
は

人
間
の
墓
場
で
あ
る
と
称
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
此
処
に
お
い
て
か
都
会
の
住
民
は
時
々
地
方

の
小
都
会
や
山
村
等
に
出
掛
け
て
心
身
を
休
養
し
健
康
を
回
復
す
る
必
要
を
生
じ
、
一
方
に
は

山
林
都
市
、
田
園
都
市
等
の
発
達
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
気
候
涼
し
く
空
気
清
ら
か
な

山
村
地
方
が
大
都
市
の
保
養
所
と
な
り
、
山
村
は
之
が
た
め
に
美
化
し
て
地
方
に
文
化
の
普
及

と
も
な
り
、
一
般
民
衆
が
等
し
く
文
化
に
浴
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。 

今
回
須
坂
町
の
臥
龍
山
、
鎌
田
山
一
帯
に
公
園
を
計
量
せ
ら
れ
た
こ
と
は
世
界
文
化
の
大
勢

に
適
す
る
次
第
で
誠
に
慶
賀
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
設
計
を
委
嘱
せ
ら
れ
た
こ
と
は
私
共
の

深
く
光
栄
と
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。 

然
る
に
か
か
る
地
方
公
園
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
其
の
地
の
天
然
の
地
勢
、
地
形
、
気
候
風

土
は
勿
論
、
附
近
の
史
蹟
、
名
勝
、
天
然
紀
念
物
に
対
す
る
歴
史
伝
説
、
及
び
地
方
民
の
要
求
、

人
情
、
風
俗
、
習
慣
、
経
済
の
状
態
等
に
関
す
る
該
博
な
る
知
識
を
要
し
、
尚
又
そ
の
付
近
の
散

水
風
景
や
既
に
施
設
せ
ら
れ
た
諸
設
備
を
調
査
し
て
現
存
す
る
地
物
を
巧
に
活
用
し
風
景
美
を

助
長
し
之
を
実
用
に
供
す
る
に
努
め
、
最
小
限
度
の
経
費
以
て
最
大
の
効
果
を
収
め
、
特
に
地

方
民
衆
の
休
養
、
慰
安
、
保
健
の
場
所
た
ら
し
む
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
私
共
は
当
地
に
は
初
め

て
参
り
何
処
此
処
に
関
す
る
予
備
知
識
な
く
、
甚
だ
心
配
の
至
り
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
に
町
長

松
下
金
六
氏
、
公
園
委
員
、
外
有
志
諸
君
の
熱
心
な
る
案
内
や
助
言
と
、
私
共
が
聊
か
従
来
の
公

園
設
計
の
経
験
と
に
鑑
み
両
日
の
実
地
調
査
を
基
礎
と
し
て
爰
に
須
坂
町
公
園
の
設
計
を
立
案

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
論 公

園
の
計
画
に
当
っ
て
最
初
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
一
般
民
衆
の
た
め
に
野
外
の
保
健
、
慰

安
、
敎
化
等
の
設
備
を
施
す
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
は
自
然
風
景
た
る
と
人
口
風
景
た
る
と
を

問
わ
ず
公
園
地
域
を
美
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
は
其
の
他
の
自
然
に
順
応
し
て
風
土
植

物
に
調
和
し
た
設
備
を
施
す
こ
と
で
あ
る
。
次
に
公
園
は
私
園
と
違
っ
た
公
衆
的
の
も
の
で
あ

る
か
ら
其
の
設
備
も
亦
民
衆
的
た
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
以
上
の
条
件
を
備
え
た
公
園

は
其
の
公
園
の
個
性
特
質
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
而
も
公
園
の
個
性
は
創
意
か

ら
生
る
べ
き
も
の
で
、
其
の
目
的
が
民
衆
的
た
る
も
の
で
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
尚
常
に
創
造
せ

ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
此
等
の
意
味
に
お
い
て
臥
竜
山
公
園
は
四
圍
の
風
光
と
地
形
と
よ
り

し
て
、
地
方
民
衆
の
休
養
、
慰
安
、
敎
化
を
旨
と
し
、
家
族
的
に
老
人
児
童
に
も
容
易
に
利
用
さ

れ
る
休
養
公
園
と
な
す
に
適
し
、
鎌
田
山
は
臥
竜
山
に
も
優
り
た
る
其
の
眺
望
絶
佳
な
る
位
置

に
あ
り
、
山
の
高
き
と
既
設
の
大
運
動
場
や
水
泳
場
と
相
俟
っ
て
、
青
少
年
の
運
動
敎
化
公
園

と
な
す
に
適
し
、
他
方
臥
竜
山
の
南
方
南
原
一
帯
の
松
林
は
将
来
河
沿
逍
遙
公
園
と
し
て
大
い

に
利
用
す
べ
き
で
あ
る
。 

此
等
天
然
に
恵
ま
れ
た
る
三
公
園
完
成
の
暁
に
は
須
坂
町
の
三
公
園
と
し
て
名
實
共
に
恥
し

か
ら
ぬ
も
の
と
な
り
、
営
に
須
坂
町
民
の
保
健
敎
化
に
貢
献
す
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
質
に
長
野

県
の
名
勝
地
と
し
て
一
般
民
衆
の
廣
く
［
ひ
ろ
く
］
利
用
す
る
所
と
な
る
べ
き
事
と
信
じ
ま
す
。 

第
一
、
臥
龍
山
公
園 

奇
し
く
も
悲
し
い
伝
説
を
持
っ
た
臥
龍
山
は
須
坂
町
の
南
方
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
小
丘
陵
地
を
占

め
て
、
一
つ
は
最
高
四
百
七
十
一
八
米
突
の
松
山(

臥
龍
山)

他
は
須
坂
城
址
の
観
音
山
一
帶
か

ら
な
っ
て
い
る
。
本
公
園
地
所
有
主
な
る
臥
龍
山
興
國
寺
は
南
方
山
麓
に
あ
り
、
更
に
南
は
風

光
明
媚
な
る
千
曲
川
の
支
流
百
々
川
の
河
堤
、
南
原
松
林
に
接
し
、
共
面
積
二
十
四
町
一
反
二

畝
步
に
亘
っ
て
い
る
。
山
は
急
峻
に
過
ぎ
ず
し
て
而
も
四
圍
の
展
望
を
恣
ま
ま
に
し
、
峯
通
り

の
老
松
亦
雅
致
に
富
み
、
割
合
に
平
坦
な
る
丘
陵
は
本
公
園
の
有
す
る
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。 

其
一
、
公
園
の
区
域 

本
公
園
の
区
域
は
須
坂
小
學
校
小
山
部
前
の
北
入
口
か
ら
興
國
寺
道
に
沿
い
、
観
音
山
を
巡
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っ
て
興
國
寺
境
內
及
び
臥
龍
山
の
南
に
伸
び
、
二
本
欅
よ
り
東
に
山
の
麓
を
傳
ひ
温
泉
溶
場
か

ら
山
の
東
北
の
小
山
麓
道
に
出
で
、
北
入
口
に
至
る
殆
ん
ど
道
路
に
て
園
ま
れ
た
る
臥
龍
山
及

び
観
音
山
一
帯
の
地
域
と
す
る
。
更
に
現
在
黄
金
樹
の
植
え
て
あ
る
観
音
堂
北
部
下
の
低
地
に

は
水
を
引
い
て
一
大
池(

龍
の
池)

を
作
り
船
遊
池
と
す
る
計
畫
で
あ
る
か
ら
、
此
の
部
も
入
れ

他
方
百
々
川
河
原
に
連
る
水
害
豫
防
林
と
し
て
南
原
松
林
に
続
く
興
國
寺
前
松
林
も
将
来
は
公

園
区
域
に
合
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

其
二
、
道
路 

凡
そ
公
園
の
生
命
と
も
な
る
も
の
は
道
路
で
あ
る
。
其
の
道
路
は
全
園
を
愉
快
に
無
駄
骨
を

折
ら
せ
ず
廻
遊
し
得
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

（
イ
）
自
働
車
道
路 

本
園
で
は
先
ず
北
入
口
か
ら
臥
龍
山
の
西
麓
を
通
り
、
観
音
堂
墓
地
下
の
懸
橋
を
潜
っ
て
興

國
寺
前
參
道
に
至
る
道
を
改
良
修
築
し
て
幅
九
尺
と
し
、
自
働
車
の
通
行
を
時
間
に
よ
り
又
は

方
向
を
定
め
て
お
き
、
将
来
幅
を
二
間
乃
至
二
間
半
に
拡
張
す
れ
は
差
し
支
え
な
い
。 

尚
自
働
車
道
は
延
長
し
て
興
國
寺
の
南
側
に
廻
り
、
南
入
口
の
二
本
欅
よ
り
六
間
幅
の
新
道

(

停
車
場
よ
り
来
る
新
道
、
兩
側
に
は
杏
並
木
五
間
距
離
に
植
栽)

に
連
絡
し
、
一
つ
は
興
國
寺

山
門
前
松
林
中
に
お
い
て
将
来
の
南
原
河
沿
公
園
內
の
自
働
車
道
を
分
岐
す
る
。
其
の
路
面
は

蒲
鉾
形
と
し
て
平
地
に
お
い
て
は
両
側
に
、
山
腹
に
お
い
て
は
山
の
方
に
の
みV

字
形
の
排
水

溝
を
設
け
る
。 

（
ロ
）
廻
遊
道
路
と
步
道
。 

全
園
を
廻
遊
す
る
に
は
既
設
の
山
麓
道
路
と
新
設
の
山
腹
逍
遙
道
路
及
び
峯
通
り
の
廣
場
と
の

連
絡
道
路
と
に
よ
る
。
臥
龍
山
に
新
設
さ
れ
る
べ
き
山
腹
逍
遙
道
路
と
し
て
は
、
北
入
口
よ
り

峯
傅
ひ
［
み
ね
つ
た
い
］
に
三
角
點
に
登
る
道
の
三
分
目
位
の
地
點
よ
り
西
山
腹
を
辿
っ
て
、
自

働
車
道
分
岐
點
に
連
絡
し
、
他
は
東
側
中
腹
を
温
泉
浴
場
上
の
道
に
連
絡
せ
し
め
る
。
尚
東
側

山
麓
の
道
ヌ
ス
ト
谷
下
よ
り
分
岐
し
て
山
櫻
杉
林
の
中
を
通
り
、
一
方
二
本
欅
下
道
よ
り
分
岐

し
來
た
れ
る
山
道
と
合
し
て
松
尾
神
社
の
前
に
通
ず
る
道
を
造
る
。
而
し
て
こ
れ
等
の
道
幅
は

三
乃
至
六
尺
と
し
地
勢
に
よ
っ
て
廣
狹
自
ら
異
な
る
べ
き
で
あ
る
。
其
の
他
観
音
堂
よ
り
野
外

舞
踏
塲
側
に
下
る
山
道
の
如
き
は
幅
二
乃
至
三
尺
と
す
る
も
差
し
支
え
な
い
。
尚
既
設
、
新
設

路
線
は
大
凡
［
お
お
よ
そ
］
図
面
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。 

歩
道
の
特
に
急
勾
配
な
處
で
は
電
光
形
と
し
、
勾
配
五
分
之
一
以
上
の
山
道
で
あ
れ
ば
、
河

原
の
丸
石
を
並
べ
る
か
、
栗
丸
太
の
土
木
段
木
を
設
け
て
土
砂
の
流
去
を
防
ぎ
、
且
つ
步
行
を

樂
に
す
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
る
。 

其
三
、
各
区
の
特
徵
及
び
施
設 

一
つ
の
公
園
が
其
の
公
園
と
し
て
の
個
性
を
示
す
べ
く
顕
著
な
る
べ
き
も
の
と
は
い
え
自
ら

景
の
移
り
変
わ
り
に
隨
ひ
［
し
た
が
い
］
地
形
に
応
じ
土
質
に
依
っ
て
其
処
に
生
る
べ
き
も
の

が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
さ
も
な
く
ば
全
園
単
調
に
流
れ
て
興
を
引
か
ず
、
遂
に
は
行
客
の
倦
怠

を
招
く
に
過
す
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。 

即
ち
公
園
の
各
局
部
に
変
化
あ
ら
し
め
特
徵
を
有
た
し
む
る
事
が
必
要
で
あ
っ
て
、
し
か
も

其
の
特
徴
変
化
は
統
一
に
よ
っ
て
修
飾
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
い
。 

（
イ
）
臥
龍
山
峯
通
り
の
老
松
の
あ
る
一
帯 

臥
龍
山
峯
通
り
の
老
松
の
あ
る
一
帯
は
本
園
中
で
最
も
眺
望
よ
く
道
拓
け
、
平
坦
な
る
に
よ

っ
て
将
来
も
再
利
用
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
こ
の
一
帯
は
本
公
園
の
主
景
と
な
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
現
今
の
ま
ま
に
松
を
主
木
と
す
る
眺
望
休
養
の
地
と
す
る
。 

（
ロ
）
北
入
口
よ
り
臥
龍
山
西
側
中
腹
以
下
自
動
車
道
上
の
地
域 

北
入
口
よ
り
臥
龍
山
西
側
中
腹
以
下
自
動
車
道
上
の
地
域
は
、
現
存
赤
松
林
中
に
雑
木
を
混

ぜ
て
い
る
が
、
こ
の
一
帯
に
は
械
樹
類
五
六
分
を
補
植
し
て
秋
は
紅
葉
、
夏
は
雑
木
山
の
鮮
緑

の
一
美
を
出
さ
せ
る
の
も
面
白
い
で
あ
ろ
う
。 

（
ハ
）
北
入
口
よ
り
臥
龍
山
東
側
中
腹
の
温
泉
浴
場
上
の
一
帯 

北
入
口
よ
り
臥
龍
山
東
側
中
腹
の
温
泉
浴
場
上
の
一
帯
に
は
、
現
在
杉
、
山
桜
の
植
栽
が
多

い
が
、
こ
の
地
に
は
山
桜
六
分
松
・
杉
二
三
分
と
外
に
紅
葉
樹
一
二
分
の
割
に
植
え
る
と
し
、
山

腹
以
下
を
山
桜
に
て
修
飾
し
て
桜
区
と
す
る
。 

（
ニ
）
ヌ
ス
ト
谷
よ
り
南
方
松
尾
神
社
下
部
の
平
坦
地 

ヌ
ス
ト
谷
よ
り
南
方
松
尾
神
社
下
部
の
平
坦
地
の
多
い
と
こ
ろ
に
は
、
当
地
方
に
適
す
る
樹

木
が
多
く
、
良
く
生
育
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
一
帯
は
天
然
植
物
園
区
と
し
な
お
不
足
の

樹
種
は
園
の
內
外
よ
り
求
め
て
補
植
し
、
学
校
児
童
、
青
年
は
も
ち
ろ
ん
地
方
人
の
自
然
科
学

の
知
識
養
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
ト
タ
ン
札
の
縦
三
寸
五
分
横
五
寸
位
の
黒
又
は
白
ペ
ン

キ
塗
に
白
又
は
黒
色
で
樹
名
科
名
羅
典
名
を
記
し
た
も
の
を
樹
木
に
着
け
る
の
で
あ
る
が
、
樹

幹
目
通
り
六
寸
以
上
の
も
の
で
あ
れ
ば
釘
付
け
に
し
、
そ
れ
以
下
の
も
の
に
は
針
金
で
縛
り
付
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け
、
縛
り
得
な
い
も
の
に
は
側
に
立
札
と
す
る
。
な
お
札
は
步
道
か
ら
三
尺
位
逃
げ
て
設
け
る

の
が
よ
い
。
ま
た
こ
の
地
は
下
草
と
し
て
山
吹
の
天
生
す
る
も
の
が
多
い
た
め
、
下
に
は
山
吹

の
谷
と
し
て
山
吹
を
助
け
出
し
、
か
つ
補
植
し
て
山
吹
の
名
所
と
す
る
こ
と
が
よ
い
。 

（
ホ
）
ツ
ツ
ジ
区 

観
音
山
北
側
中
腹
の
廻
遊
道
路
に
沿
う
上
下
松
林
下
に
は
ツ
ツ
ジ
が
多
い
。
こ
の
部
は
松
林

下
の
ツ
ツ
ジ
の
刈
り
出
し
を
行
い
、
ツ
ツ
ジ
区
と
す
る
。
即
ち
ツ
ツ
ジ
を
助
け
出
す
よ
う
に
二

三
年
間
他
の
雑
草
雑
木
の
刈
り
取
り
を
行
え
ば
、
松
林
の
下
は
一
面
に
ツ
ツ
ジ
山
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。 （

へ
）
ツ
ツ
ジ
区
の
中
腹
道
路
の
上
部
の
平
地 

ツ
ツ
ジ
区
の
中
腹
道
路
の
上
部
に
約
五
十
坪
の
平
地
が
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
芝
を
刈
り

込
み
、
地
を
引
き
な
ら
し
野
外
舞
踏
場
に
あ
て
る
。
な
お
そ
の
北
側
に
あ
る
小
平
地
を
楽
屋
と

し
て
利
用
す
る
の
も
一
興
で
あ
ろ
う
。
此
所
は
地
方
情
緒
豊
か
な
民
謡
舞
踏
場
と
し
て
、
ま
た

林
間
の
簡
単
な
演
説
会
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。
自
然
観
覧
席
は
松
林
が
日
傘
の
役
を
つ
と

め
て
全
く
暑
さ
知
ら
ず
の
舞
踏
場
で
あ
る
、
も
ち
ろ
ん
四
囲
数
間
の
間
、
即
ち
観
覧
席
は
下
草

を
毎
年
数
回
刈
り
取
り
芝
生
と
し
て
置
く
の
で
あ
る
。 

（
ト
）
舞
踏
場
道
と
龍
の
池
に
沿
う
下
り
道 

舞
踏
場
道
と
龍
の
池
に
沿
う
下
り
道
に
は
、
松
の
下
に
紅
葉
樹
を
五
六
分
植
栽
し
て
モ
ミ
ジ

谷
と
し
、
松
の
青
葉
と
モ
ミ
ジ
の
紅
葉
を
池
水
に
映
し
出
し
た
な
ら
ば
、
美
観
ま
た
な
き
景
勝

の
地
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

（
チ
）
観
音
山
の
西
北 

観
音
山
の
西
北
に
尽
き
る
と
こ
ろ
に
現
在
枝
垂
桜
の
大
木
が
数
本
あ
る
。
枝
垂
桜
の
多
い
の

は
当
地
方
一
般
の
傾
向
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
珍
重
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
公
園
內
の
一
番

大
き
い
も
の
は
先
端
が
少
し
枯
れ
か
か
っ
て
い
る
が
、
目
通
り
周
圍
十
二
尺
、
高
さ
八
間
も
あ

る
。
こ
れ
を
中
心
と
し
て
枝
垂
桜
の
若
木
を
補
植
し
、
一
帯
を
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
名
所
と
し
た

い
。 

（
リ
）
ツ
ツ
ジ
区
の
下 

ツ
ツ
ジ
区
の
下
の
今
日
黄
金
樹
畑
、
桑
畑
等
の
あ
る
低
地
一
帯
に
は
船
遊
場
と
し
て
一
大
池

(

龍
の
池)

を
新
た
に
掘
り
、
こ
れ
に
観
音
山
西
方
の
畑
中
を
流
れ
る
用
水
の
一
部
を
分
っ
て
引
き

入
れ
る
。
池
の
大
さ
は
低
地
の
部
分
を
東
西
約
五
十
問
、
南
北
約
百
二
十
間
と
す
れ
ば
、
単
な
る

船
遊
の
外
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
も
行
え
る
。
池
の
周
囲
に
は
幅
六
尺
以
上
の
遊
歩
道
を
設
け
、
南
北

両
側
に
は
四
乃
至
六
間
置
き
に
枝
垂
桜
を
植
え
る
。 

（
ヌ
）
観
音
山
西
側 

観
音
山
西
側
は
断
崖
と
な
り
老
松
岩
に
寄
っ
て
奇
勝
を
な
し
そ
の
下
方
は
山
桜
、
落
葉
松
そ

の
他
雑
木
の
大
木
が
競
い
立
っ
て
い
る
た
め
、
此
所
は
現
在
の
ま
ま
と
し
て
人
工
を
加
味
せ
ざ

る
天
然
風
景
の
偉
観
に
打
た
れ
る
も
よ
い
だ
ろ
う
。 

（
ル
）
田
園 

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
区
か
ら
用
水
に
沿
っ
て
左
手
に
観
音
山
の
景
勝
を
仰
ぎ
な
が
ら
興
國
寺
前
の

田
園
へ
出
る
。
右
手
河
原
に
続
く
水
害
予
防
松
林
下
は
流
水
が
多
く
、
近
く
に
興
國
寺
の
山
門

や
杉
の
大
並
木
を
望
み
な
が
ら
田
園
の
野
趣
に
浸
る
こ
と
も
出
来
る
。 

 

其
四
、
雑
、（
其
の
他
改
良
新
設
事
項
） 

（
イ
）
四
阿 

臥
龍
山
三
角
点
附
近
に
一
ヶ
所
及
び
観
音
山
城
址
に
一
ヶ
所
眺
望
が
よ
い
所
を
選
ん
で
四
阿

を
設
け
る
。
こ
れ
は
眺
望
休
憩
に
便
す
る
外
、
に
わ
か
雨
の
時
の
雨
宿
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
見
晴
し
台
前
方
の
松
の
枝
で
見
透
し
を
妨
げ
る
も
の
が
あ
れ
ば
い
く
つ
か
そ
の
枝
を
切
り

透
す
こ
と
も
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
為
に
目
障
り
の
も
の
全
部
を
切
る
の
で
は
な
い
。
老
松
の

梢
の
間
か
ら
眺
め
る
景
色
が
裸
の
山
か
ら
見
下
す
景
色
に
い
か
に
勝
っ
て
い
る
か
は
明
ら
か
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。 

（
ロ
）
便
所 

三
角
点
下
の
東
北
側
で
一
段
低
い
木
立
の
陰
に
外
観
が
見
苦
し
く
な
い
便
所
を
設
け
る
。
そ

の
他
龍
の
池
分
れ
道
の
所
に
一
ヶ
所
設
け
る
。
便
所
は
そ
の
位
置
を
示
す
に
止
め
、
な
る
べ
く

常
緑
樹
で
周
り
を
植
え
潰
す
が
よ
い
。 

（
ハ
）
腰
掛
。 

公
園
の
休
養
設
備
と
し
て
最
も
必
要
な
の
は
腰
掛
で
あ
る
。
現
に
置
か
れ
て
い
る
臥
龍
山
の

石
の
腰
掛
六
個
の
以
外
に
な
お
數
個
を
加
え
、
ま
た
観
音
山
の
頂
き
ツ
ツ
ジ
区
內
、
龍
の
池
畔
、

天
然
植
物
園
內
等
見
晴
が
よ
い
所
、
あ
る
い
は
日
陰
の
静
寂
な
木
立
に
寄
っ
て
数
箇
所
設
備
す

る
を
要
す
る
。
材
料
は
石
に
限
ら
な
い
。
素
朴
な
丸
太
の
上
側
を
平
に
し
た
も
の
が
、
返
っ
て
か

か
る
地
方
公
園
に
は
調
和
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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（
ニ
）
喫
茶
店
。 

臥
龍
山
峯
通
り
俗
に
辨
天
池
と
い
う
平
坦
地
の
南
側
の
一
段
低
い
地
所
と
将
来
龍
の
池
完
成

の
上
は
池
畔
に
一
ヶ
所
そ
の
風
光
に
相
応
す
る
建
築
の
喫
茶
店
を
設
け
る
。
こ
れ
は
町
役
場
の

元
に
経
営
さ
せ
る
。 

（
ホ
）
水
栓
。 

公
園
內
諸
所
に
水
栓
を
設
け
る
。
こ
れ
に
は
須
坂
町
の
水
道
を
使
用
す
る
。
水
栓
に
は
飲
用

水
栓
と
手
洗
並
に
足
洗
装
置
兼
用
の
も
の
と
が
あ
る
が
、
飲
用
栓
に
は
噴
水
式
の
も
の
が
よ
く
、

手
洗
い
足
洗
場
は
洗
浄
し
や
す
く
衛
生
的
に
石
造
又
は
人
造
の
も
の
と
す
る
。 

（
へ
）
照
明
設
備
。 

社
会
活
動
の
進
歩
に
従
い
画
間
の
み
公
園
を
利
用
す
る
こ
と
は
漸
時
不
可
能
の
状
態
に
な
る

か
ら
、
公
園
を
夜
間
も
利
用
し
得
る
よ
う
、
本
公
園
の
よ
う
に
当
然
照
明
の
設
備
を
必
要
と
す

る
。
照
明
装
置
と
し
て
は
白
熱
電
灯
五
十
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
を
二
十
間
位
の
距
離
に
設
備
す

べ
き
で
あ
る
が
差
し
当
た
っ
て
、
利
用
者
の
多
き
地
点
與
國
寺
道
、
臥
龍
山
肇
通
、
温
泉
浴
塲
下

り
道
等
に
建
設
す
る
。 

（
ト
）
寄
付
広
告
物
の
注
意
。 

従
来
地
方
の
公
園
に
は
寄
付
の
腰
掛
や
電
燈
等
を
よ
く
見
受
け
る
。
か
か
る
公
共
便
益
の
築

設
物
の
寄
付
は
有
難
い
も
の
で
あ
る
が
、
寄
付
に
関
し
て
腰
掛
や
電
灯
柱
等
に
醜
悪
没
趣
味
な

広
告
を
色
鮮
描
き
出
し
て
得
々
た
る
も
の
あ
る
を
往
々
に
し
て
見
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

寄
付
は
町
当
事
者
の
考
慮
す
べ
き
点
で
、
公
園
の
風
致
を
害
せ
ざ
る
程
度
に
お
い
て
制
限
し
、

統
一
あ
り
調
和
す
る
よ
う
に
設
備
す
べ
き
で
あ
る
。 

（
チ
）
塵
籠
。 

現
に
臥
龍
山
の
頂
き
に
紙
屑
箱
が
一
個
設
け
て
あ
る
が
、
な
お
将
来
は
公
園
利
用
者
の
増
す

に
従
い
屋
籠
を
園
內
数
カ
所
に
設
備
す
る
。 

（
リ
）
案
內
図
。 

公
園
北
入
口
及
び
温
泉
浴
場
入
口
に
本
公
園
の
案
內
図
を
懸
け
る
。
こ
れ
は
鳥
瞰
図
式
で
彩

色
し
た
も
の
が
よ
く
旅
行
客
の
便
利
な
手
段
と
な
る
よ
う
提
供
す
る
の
で
あ
る
。 

（
ヌ
）
臥
龍
山
峯
通
り
の
改
良
。 

現
在
最
も
利
用
さ
れ
る
臥
龍
山
翠
通
り
の
平
坦
地
に
は
老
松
で
樹
容
の
美
し
い
も
の
が
あ
っ

て
、
本
公
園
の
生
命
と
い
う
べ
き
所
で
あ
る
こ
と
は
曩
に
（
さ
き
に
）
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、

た
だ
松
の
根
本
に
は
下
草
も
な
く
、
従
っ
て
稚
樹
は
生
育
せ
ず
、
強
風
や
雨
水
の
為
に
土
砂
が

飛
び
去
り
流
れ
去
っ
て
松
の
根
は
洗
い
出
さ
れ
る
有
様
で
あ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
に
放
置
す
れ
ば

つ
い
に
は
臥
龍
山
を
坊
主
に
す
る
に
ほ
か
な
い
。
故
に
県
当
局
に
交
渉
し
て
県
の
力
に
よ
っ
て

速
か
に
砂
防
工
事
を
施
し
、
一
方
松
の
根
元
に
盛
り
土
を
し
て
小
灌
木
を
植
え
、
か
つ
松
の
種

子
を
播
い
て
松
林
の
保
続
を
計
り
、
何
度
砂
防
工
事
を
施
行
し
た
林
內
に
は
人
の
入
ら
な
い
よ

う
に
簡
単
な
木
柵
を
設
け
る
こ
と
を
要
す
る
。 

ま
た
山
上
数
多
の
石
の
小
祠
、
碑
、
二
個
の
古
墳
の
周
囲
に
は
玉
垣
を
設
け
て
灌
木
を
配
植

す
る
か
、
植
物
の
み
で
修
飾
し
て
碑
を
美
化
し
、
参
拝
者
を
し
て
一
層
崇
敬
を
起
こ
さ
せ
る
。
同

時
に
古
墳
の
保
存
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

（
ル
）
観
音
堂
前
墓
地
。 

本
来
公
園
内
に
墓
地
存
す
る
こ
と
は
、
面
白
く
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
既
に
存
す
る
も
の
に

あ
た
っ
て
は
こ
れ
を
美
し
く
す
る
に
努
め
る
ほ
か
な
い
。
も
ち
ろ
ん
将
来
他
に
適
適
当
な
場
所

が
あ
っ
て
改
葬
出
来
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
差
し
当
た
っ
て
現
在
の

墓
地
区
域
の
周
囲
に
生
垣
を
設
け
、
白
地
な
墓
石
を
幾
分
和
げ
た
い
も
の
で
あ
る
。 

第
二
、
鎌
田
山
公
園 

須
坂
町
中
央
部
の
東
方
、
小
学
校
常
盤
部
裏
手
に
位
す
る
高
さ
約
五
百
米
突
の
鎌
田
山
は
当

地
方
眺
望
第
一
の
公
園
で
あ
る
。
眼
下
の
須
坂
町
は
勿
論
、
日
瀧
平
野
、
川
中
島
の
古
戰
場
か
ら

長
野
平
野
の
一
帯
、
近
く
は
飯
綱
、
黒
姫
、
月
隱
、
高
妻
、
妙
高
の
諸
山
か
ら
、
遠
く
白
馬
、
選

華
、
鏡
等
の
日
本
北
ア
ル
プ
ス
の
諸
窯
を
一
望
の
も
と
に
集
め
得
て
、
そ
の
偉
大
な
る
景
観
は

他
に
比
べ
る
も
の
が
な
い
程
で
あ
る
。
本
公
園
の
区
域
は
町
に
面
す
る
鎌
田
山
の
西
南
面
及
び

裏
手
の
山
一
帶
よ
り
十
二
曲
り
下
り
道
迄
と
し
て
こ
の
面
積
は
約
十
町
步
に
達
す
る
。
尚
保
利

用
上
か
ら
山
麓
の
平
地
に
皇
太
子
殿
下
御
成
婚
記
念
と
し
て
設
備
せ
ら
れ
た
る
陸
上
運
動
場
六

千
百
十
六
坪
、
水
泳
場
千
三
百
八
十
坪
、
附
屬
地
三
百
三
十
四
坪
計
七
千
八
百
三
十
一
坪
の
大

運
動
場
を
本
公
園
に
包
含
さ
れ
る
。 

其
一
、
道
路 

鎌
田
山
公
園
登
山
步
道
は
こ
れ
を
四
通
り
と
す
る
。
即
ち
現
在
の
水
泳
場
側
よ
り
頂
上
峯
通

り
ま
で
の
道
は
電
光
形
と
し
て
急
勾
配
を
幾
分
緩
か
に
し
、
ま
た
現
在
鎌
田
山
裏
手
の
松
林
内

に
上
っ
て
峯
筋
に
達
す
る
登
山
道
路
の
外
南
側
の
中
腹
に
新
登
山
道
路
を
作
っ
て
峯
通
り
道
に

合
わ
せ
る
。
こ
こ
の
外
頂
上
よ
り
東
峯
を
下
り
十
二
曲
り
道
へ
出
て
麓
を
伝
い
水
泳
場
に
帰
る
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道
を
利
用
す
る
。 

道
幅
は
い
ず
れ
も
そ
の
難
易
に
よ
り
三
乃
至
五
尺
幅
と
な
し
、
適
宜
広
道
を
造
り
こ
れ
に
休

息
場
を
設
け
る
。 

其
二
、
計
画
と
設
備 

（
イ
）
山
の
西
側 

本
公
園
の
山
の
西
側
即
ち
町
に
面
す
る
一
帯
の
地
に
あ
っ
て
は
峯
通
は
現
在
の
ま
ま
に
松
を

残
し
、
そ
の
松
を
主
木
と
し
て
そ
の
間
に
山
桜
や
槭
樹
類
を
補
植
し
中
腹
以
下
現
在
の
雑
木
林

の
部
分
は
将
来
山
桜
や
槭
樹
を
主
木
と
し
て
こ
れ
に
一
二
分
の
松
を
混
じ
、
か
つ
山
漆
、
衞
矛

等
秋
の
紅
葉
の
美
し
い
広
葉
樹
を
混
植
し
て
漸
次
一
大
風
致
林
に
改
造
す
る
。 

（
ロ
）
左
側
、
町
か
ら
裏
手
の
松
林 

東
側
即
ち
町
か
ら
裏
手
の
松
林
は
普
通
林
業
と
し
て
の
取
扱
い
を
す
る
が
各
峯
通
七
八
合
迄

の
松
樹
並
に
美
し
き
容
姿
の
樹
は
な
る
べ
く
こ
れ
を
保
存
し
、
そ
の
下
に
山
桜
、
械
樹
、
ツ
ツ
ジ

類
を
刈
り
出
し
て
風
致
を
増
す
に
努
め
る
。 

（
ハ
）
北
側
、
運
動
場
上 

北
側
。
即
ち
運
動
場
上
、
十
二
曲
り
ま
で
の
山
は
当
分
今
日
の
ま
ま
雑
木
林
と
し
て
経
営
す

る
も
、
伐
木
造
林
の
際
に
は
桜
そ
の
他
の
花
木
並
に
紅
葉
樹
類
を
伐
り
残
し
、
又
は
補
植
し
て

風
致
雑
木
林
に
導
く
。 

（
ニ
）
パ
ノ
ラ
マ
台 

パ
ノ
ラ
マ
台
。
頂
上
に
六
角
も
し
く
は
八
角
形
広
さ
二
乃
至
三
坪
の
四
阿
式
パ
ノ
ラ
マ
台
を

新
設
す
る
。
こ
れ
は
風
当
た
り
に
耐
え
得
る
文
夫
の
建
築
と
し
遊
覧
客
の
休
憩
に
便
す
る
ほ
か
、

天
床
裏
の
パ
ノ
ラ
マ
式
の
絵
に
よ
っ
て
そ
の
四
周
の
山
川
名
勝
地
の
遠
景
、
中
景
を
自
然
の
方

向
に
描
き
、
そ
の
名
称
を
入
れ
る
。
又
都
合
で
パ
ノ
ラ
マ
式
見
取
図
は
四
阿
内
部
中
央
に
置
い

た
卓
上
に
描
き
硝
子
板
を
張
っ
て
汚
損
を
防
ぐ
の
も
よ
い
。
こ
れ
学
校
生
徒
や
一
般
民
衆
に
地

理
学
の
賞
際
を
教
え
る
上
に
好
結
果
を
齎
す
る
［
も
た
ら
す
る
］
の
で
あ
る
。 

（
ホ
）
腰
掛 

腰
掛
。
峯
通
り
の
三
四
ヶ
所
並
に
各
登
山
道
の
途
中
に
適
宜
腰
掛
を
配
置
す
る
。 

（
へ
）
運
動
場
の
修
飾 

運
動
場
の
修
飾
。
現
在
の
運
動
場
は
土
地
高
燥
に
し
て
水
利
の
便
よ
く
實
に
結
構
な
次
第
で

あ
る
が
、
樹
木
の
な
い
の
が
如
何
に
も
物
足
り
な
い
。
故
に
鎌
田
山
の
諸
施
設
と
同
時
に
水
泳

場
の
周
囲
及
び
陸
上
運
動
場
の
周
囲
に
道
路
よ
り
一
間
逃
げ
て
幅
五
乃
至
六
間
置
き
に
桜
、
杏

等
の
花
木
や
鈴
懸
の
樹
を
緑
陰
樹
と
し
て
植
え
、
松
を
見
付
の
位
置
に
配
植
す
る
。
な
お
水
泳

者
脱
衣
場
、
運
動
器
具
保
管
所
名
経
費
の
許
す
範
圍
內
で
施
設
さ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
便
所
、
観

覧
用
腰
掛
、
水
栓
、
照
明
等
の
設
備
は
当
然
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。 

第
三
、
南
原
河
沿
公
園 

須
坂
町
の
臥
龍
山
及
び
鎌
田
山
公
園
が
将
来
完
成
し
た
暁
に
は
勢
い
南
原
一
帯
の
河
沿
平
地

水
害
予
防
林
を
そ
の
画
河
沿
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
臥
龍
山
興
國
寺
門

並
木
前
よ
り
百
々
川
堤
に
沿
っ
て
南
に
伸
び
大
笹
街
道
市
川
小
橋
附
近
に
至
る
幅
平
均
五
十
間
、

長
さ
約
六
百
間
、
約
十
町
歩
の
細
長
き
地
積
で
あ
る
が
、
こ
の
林
中
に
将
来
は
自
動
車
遊
覧
道

路
一
條
と
そ
れ
に
結
び
つ
け
る
步
道
と
を
造
っ
て
こ
の
利
用
を
謀
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
区
有

林
の
経
営
は
当
分
擇
伐
更
新
を
行
っ
て
械
類
を
配
植
し
、
林
間
広
場
下
に
は
萩
、
ボ
ケ
、
ナ
デ
シ

コ
、
ス
ミ
レ
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
、
ノ
バ
ラ
等
を
繁
殖
さ
せ
て
野
趣
を
豊
に
す
る
。 

即
ち
河
沿
公
園
は
夏
は
林
間
學
校
の
教
場
と
し
て
、
ま
た
林
間
に
天
幕
を
張
っ
て
天
幕
生
活
地

に
当
て
る
の
が
面
白
い
と
思
う
。 

結
び 以

上
三
公
園
の
設
計
案
は
将
来
実
施
さ
れ
る
べ
き
理
想
の
大
要
で
あ
る
。
勿
論
之
を
一
時
に

實
行
す
べ
し
と
云
う
も
の
で
は
な
く
、
町
経
済
の
許
す
範
囲
内
に
お
い
て
、
着
手
し
易
き
部
分

か
ら
質
行
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
次
第
で
あ
る
。
工
事
着
手
に
當
っ
て
［
あ
た
っ
て
］
は
更
に
精

細
な
る
實
施
測
量
設
計
を
要
す
る
が
、
其
の
根
本
は
本
設
計
に
よ
る
も
の
と
し
、
實
行
上
局
部

的
に
多
少
の
変
更
を
な
す
こ
と
は
地
形
其
他
に
よ
っ
て
止
む
を
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。(

尚
市
街
地
よ

り
以
上
の
三
公
園
に
到
る
道
路
の
兩
側
は
杏
又
は
梅
の
行
路
樹
を
植
え
る
。
而
し
て
狭
き
所
は

道
よ
り
三
尺
位
引
込
み
て
兩
側
の
畑
地
又
は
邸
內
に
植
え
し
め
梅
杏
の
市
街
と
な
す)

。
而
し
て

公
園
工
事
實
施
監
督
上
地
方
有
志
や
熱
心
家
で
公
園
保
勝
會
を
組
織
し
、
委
員
は
名
誉
職
と
し

て
公
園
の
完
成
に
力
を
注
ぎ
、
併
せ
て
地
方
美
化
の
任
に
当
た
り
、
青
年
團
員
、
處
女
會
員
、
學

校
生
徒
等
は
進
ん
で
公
園
內
で
働
き
、
民
衆
は
其
の
休
養
慰
安
を
受
け
る
と
同
時
に
、
其
の
手

に
依
っ
て
完
成
に
力
を
致
す
よ
う
に
さ
れ
た
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
休
養
、
慰
安
、
教
化
、
運
動
、

逍
遙
［
し
ょ
う
よ
う
］
等
各
種
要
件
を
兼
ね
た
三
公
園
の
完
成
の
暁
に
は
當
町
の
発
展
も
与
る

と
こ
ろ
大
な
る
も
の
あ
る
を
信
じ
て
疑
わ
ぬ
。(

終) 
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【
後
記
】 

私
た
ち
が
連
想
す
る
公
園
が
、
先
人
の
細
や
か
な
気
配
り
か
ら
出
来
上
が
っ
た
努
力
の
賜
物

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。（
西
村
） 

普
段
何
気
な
く
利
用
し
て
い
る
公
園
が
こ
こ
ま
で
考
え
て
作
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。（
藤
原
） 

こ
の
公
園
が
多
く
の
人
が
訪
れ
る
理
由
が
本
多
静
六
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
も
の
だ
と
わ
か
っ

た
。（
下
條
） 

本
稿
の
位
置
付
け
は
、
別
稿
「
本
多
静
六
と
関
連
す
る
長
野
県
内
の
公
園
・
温
泉
地
・
風
景
地

の
計
画
書
の
目
録
お
よ
び
現
代
的
価
値
」
に
記
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。（
横
関
） 
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